
横浜市立戸塚中学校 学区の紹介 

戸塚中学校 戸塚駅 

踊場駅 
「猫が踊っていた場所」

が地名の由来 

矢部小 

東汲沢小 

戸塚高校 

上矢部高校 

鳥が丘小 

戸塚小 
戸塚中の開校(1947 年)は戸

塚小の校舎を間借り。市民

からの寄付で土地を購入。

現矢部団地の校地に移転

(1948 年). 

 

汲沢小 

桜陽高校 
旧汲沢高校。敷

地から、縄文弥

生の遺跡発掘。

細田遺跡。 

南戸塚小 

下郷小 

横浜新道 

吉田茂の一言で建設

が決定。通称「ワン

マン道路」。日本で

最初の有料道路。 

東海道 

(国道 1 号) 長後街道 
江戸時代は戸塚宿か

ら分かれて、大山詣

でにも利用された。 

戸塚署 

領家中 学区 

1986 年独立開校 

中田中 学区 

汲沢中 学区 

1977 年独立開校 

南戸塚中 学区 

豊田中 学区 

1971 年独立開校 

 

舞岡中 学区 

1952 年独立開校 

東戸塚小 

区役所 

東
海
道
線
・
横
須
賀
線 

八坂神社 
 7/14 に例祭のお札ま

きを行う。出店も多く、

近隣から多くの参拝客が

訪れる。 

 

地区センター 

図書館 

トツカーナ 

学区の特色 

 1947 年開校。中田中を除く隣接学区が開校当初の学

区であった。1970 年代は全国で 2 番目の生徒数という

マンモス校で、周囲に学校を建設し、舞岡・豊田・南戸

塚・汲沢・領家が独立開校した。 

 学区は、戸塚駅西口に広がる住宅地である。戦後の開

校当初は田畑が広がる農村地帯であったが、高度経済成

長期に首都圏のベッドタウンとして開発、発展した。国

道 1 号線沿いを中心に製造業の工場が多くある。最近で

はマンションなどに再開発されている。 

 駅周辺は、区役所や図書館などの公共施設。またトツ

カーナ・サクラスといった商業施設が集中している。 

矢部団地 
戸塚中の前校地(1948～

1960 年。生徒の急増によ

り、西分校(現戸塚中)、東

分校(現舞岡中)を設置。 

汲沢団地 

団地と高校はもと競

馬場。1954 年廃止。 

冨塚八幡 
裏手に古墳がある。冨塚

が戸塚の地名の由来とい

われている。 

源頼義、頼家が祈願。 

芭蕉の句碑もある。 

サクラス 

矢部池 
もとは農業用水

用のため池。矢

部川の源流。四

季折々の姿を見

せる。 

とつか近道 
国道 1 号の JR 戸塚駅

の踏切が「開かずの

踏切」だったのでア

ンダーパスを建設。 

ヤマダ電気 

プライマルシティ 

プライマルとヤマダは

日産の工場跡地に建

設。バス停に名残。 

きずな橋 

歩道橋型の階段。 

戸塚中生徒会が命名 

東海道戸塚宿 

五番目の宿場町。本陣が２

件、宿が 75 件。道路に面す

る間口が狭く。宿場町の名残

をとどめる。 

 

スポーツ 

センター 

柏尾川 

今でこそ桜の名所である

が、以前は大雨が降ると

よく氾濫していた。少し

下流では家に船が備えて

いた。 

 

交番 

郵便局 

街山八幡 
(つじやまはちまん) 

新田義貞の家嫡・義宗

にゆかりの社。室町時

代は三浦一族の竹下小

次郎の屋敷跡。 

卍雲林寺 

北条政子が源

頼朝供養のた

めに建立。 

戸塚郵便局 

(集配局) 

消防署 

箱根駅伝 

戸塚中の学区では、横浜

新道を通過する。戸塚署

の先が中継所。 

 


